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　①　 補正前　 767億　 350万円
　②　 補正額　  　6億 7,688万 9,000円
①+②    補正後   773億 8,038万 9,000円

　今回の補正予算は、新たな総合計画を策定するまでの間
に必要と判断した予算を中心に編成し、福祉施策の充実を
始め、市民生活に直結する道路の補修や農業を営む人が使
いやすい市独自の補助制度の創設など、市民目線に立った

予算を盛り込みました。今後も「くらし」、「いのち」、「ひと」
の３本の柱を基本とした財政支出の見直しなどを行いなが
ら、健全で持続可能な財政運営に努めていきます。
■問い合わせ先　財務政策課（☎35・1110）

　平成 30年６月補正予算
（一般会計）の主な事業と
予算について紹介します。

一般会計

平成30年６月補正予算

平成30年６月補正予算の主な事業
　このほか、全ての事業を掲載した「平成30年６
月補正予算案の概要」を市ホームページおよび市情
報公開コーナー（市役所２階）でご覧になれます。

前年度当初比
 0.6%減
（4億5,961万
　1,000円減）

町会活性化支援事業

　各町会が町会の課題解決や
活性化に向けて実践する取り
組みへの支援や、町会活動の
ＰＲなどを実施します。

民生委員協力員活動費

　民生委員の負担軽減と地域
の見守り体制を強化するため、
民生委員をサポートする「民
生委員協力員」を配置します。

ひろさき子育てＰＲ事業

　子育て関連施策の周知のた
め、スマートフォン向け子育
て支援アプリの配信などを行
います。

農作業省力化・効率化緊急対策事業

　経営の改善・発展を目指す
農業者等を対象に、農業機械
の導入経費や、ほ場整備にか
かる費用の一部を補助します。

生活環境保全整備事業

　市民の生活環境を速やかに
住みやすく改善するため、生
活道路などを補修します。

道路施設（資産）保全整備事業

　老朽化した道路が急増し
ているため、道路の点検や
砂利道の舗装、道路施設の
補修を実施します。

弘前ナンバー導入実行委員会負担金

　弘前版の「ご当地ナンバー」
を導入するため、ナンバープ
レートのデザインの選定や作
成を実施します。

児童のスポーツ環境整備支援事業

　子どもたちがさまざまなス
ポーツを体験できる環境を整
え、スポーツ少年団の指導者講
習会の開催費用を補助します。
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特 集

手から伝えるあなたの想い

※ろう者…耳が聞こえない人のうち、手話を母語とし、手話でコミュニケーションをとる人たち。

～「弘前市手話言語条例」が平成 30 年３月 16 日に施行されました～

　手指や体の動き、表情を使って視覚的に表現する言
語の一つである「手話」。
　これまで、手話が言語として認められてこなかった
ことや、手話を使用することができる環境が整えられ
てこなかったことなどから、手話を言語として日常生
活を営む人（※ろう者）は情報を得たりコミュニケー
ションをとる上で、多くの不便や不安を感じながら生
活してきました。
　平成26年、手話も音声言語と共に「言語」とする「障
害者の権利に関する条約」を日本が批准したことを契
機に、全国的に「手話言語条例」を制定する機運が高
まり、当市でも、平成29年６月、弘前市聴覚障害者

協会より、手話が言語であるとの認識に基づき、手話
への理解の促進および手話の普及に関する基本理念等
を定める条例の制定を求める声が上がりました。
　これらの状況を踏まえ、市ではろう者が安心して暮
らせる地域社会の実現に向け、複数の障がい者団体と
の意見交換やパブリックコメント（意見公募手続き）
を経て、平成30年度第1回市議会定例会において「弘
前市手話言語条例」が可決され、平成 30年 3月 16
日に施行されました。
　この条例では、手話の普及と、ろう者があらゆる場
面で手話による意思疎通ができ、自立した生活や地域
における社会参加を保障するため、「手話への理解の
促進および手話の普及を図るための施策」「市民が手
話による意思疎通や情報を得る機会の拡大のための施
策」「手話通訳者など手話による意思疎通支援者のた
めの施策」など、必要な施策を講ずることを市の責務
として定め、今まで以上にろう者が安心して暮らせる
まちを目指していきます。
　市が取り組む施策に加え、市民や事業者の皆さんの
ご理解とご協力をお願いします。
■問い合わせ先　福祉政策課（☎ 40・7036、ファ
クス32・1166）

親指、人差し指、小指を立てて「アイラブユー（愛してる）」の手話を表現する手話奉仕員養成講座受講生の皆さん


